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令和８年７月１４日 

 

 

陸上自衛隊主催「令和８年度ＧＴＡイノベーションチャレンジ」募集要項 

 

 

１ ＧＴＡイノベーションチャレンジの概要 

陸上自衛隊は、日本国内の企業等を対象としたＧＴＡイノベーションチャレンジ

（Ｇチャレ）を開催します。Ｇチャレは、日本国内の企業等が保有する優れた技術を

発掘し、安全保障上の課題に関するソリューションを募集して、陸上自衛隊の装備品

等の実装を目標とした各事業への反映の知見を得ることを狙いとするものです。 

本年７月３１日（金）に開催されるテーマ説明会をもって募集を開始し、同年９月

４日（金）に募集を締め切り、約１ヶ月間の審査を経て、陸自への取り込みを検討す

べきソリューションを選出します。選出されたソリューションの提案企業とは検証役

務契約を締結の上、その機能・性能を確認し、陸自への取り込みが必要と認められる

優れたソリューションについては、装備品等への反映に向けた検討を進めます。 

 

２ 選出された場合のメリット 

 (1) ソリューションについて検証役務の契約を締結する候補となり、より踏み込んだ

説明やご提案を行う機会が設定されます。（１社で複数件の契約も可能です。なお、

少額随意契約等を予定しており、検証内容、契約条件等の詳細は、選出後に調整し

ます。） 

(2)  官（陸上自衛隊）との契約実績を獲得できます。 

(3) 検証状況の確認結果や納品された成果（技術情報等）を踏まえ、陸自にとり有用

と判断された場合、装備品等として取り込むための事業への反映が検討されます。 

（事業化が確約されるものではありません。また、選出や契約を経ることなく、応募内

容からニーズとの適合性等を踏まえ別途事業への反映が検討される場合があります。） 

(4) 防衛関連企業等向けの展示会等が実施される場合は、ご案内を送付します。 

（展示会等が実施されることを確約するものではありません。） 

 

３ 応募資格 

 (1)  日本国内の企業等であり、以下のア項～エ項を満たすこと。 

    ア  日本国内で登記していること。 

イ 設立準拠法が日本であること。 

  ウ 日本資本が過半数を占めていること。 

  エ 経営の中枢機能が日本国内に置かれていること。 

(2) 「革新研究部門」（後述）への応募については、スタートアップ企業であること。 

(3) 納期までに納品する能力を有すること。（契約に基づく検証に加え、契約後速やかに

「検証実施計画書」を、遅くとも年度末までに「検証結果報告書」を納品できること。） 
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 (4)  反社会的勢力に該当する企業※でないこと。 

 ※ 反社会的勢力であるもの、反社会的勢力との間に過去・現在又は直接・間接を

問わず取引、便宜供与その他一切の関係があるもの、あるいは反社会的勢力に属

する者又は交流を持つ者を役員に選任又は従業員として雇用するもの 

上記に関わらず、陸上自衛隊が不適切と認めた場合や本事業に関する要件等に

違反または不正があった場合には、陸上自衛隊の判断により応募を取り消します。 

 

４ スケジュール 

(1) ７月中旬   ：本募集要項の公示 

(2)  ７月３１日  ：テーマ説明会・募集開始 

(3)  ９月 ４日  ：募集締切、１次審査開始 

(4)  ９月１４日  ：２次審査開始 

(5)  ９月下旬   ：最終審査 

(6)  １０月１日以降：選出企業への通知 

(7) １１月以降  ：契約（検証役務） 

 

５ 募集テーマ 

(1) 早期反映部門 

各国軍で急速に導入が進み、戦い方を変革する要素でありながら、陸上自衛隊への

導入・実装が未だ途上にある「ＡＩ」をメインテーマとし、下記のサブテーマについ

て、具体的な課題へのソリューションを募集します。 

① 情報処理 

情報精度、情報更新間隔、データフォーマットの異なる複数のセンサ情報を迅速

に自動融合処理（目標相関、同一化、類別・識別）し、ＣＴＰ（Common Tactical 

Picture：共通戦術状況図）を生成 

② 意思決定支援 

生成されたＣＴＰ、戦力状況（部隊・装備現況、弾薬現況等）を基に最適なアセ

ット割当指示とリスクの提案・勧告 

生成されたＣＴＰ、直近の敵情から行動予測し、我の戦闘車両・無人機の最適な

行動計画（前進目標、隊形、経路、速度、高度）を生成 

③ 無人機制御 

小型かつ省電力な基盤で動作し、目標の検知・類別・識別、指定目標の追随処理

をオンボードで実施 

通信やＧＰＳが途絶した環境においても自律的に任務を遂行し、錯雑地等の踏破

や人・車両等との協調行動等を実施 

④ ＡＩ基盤等 

限られたデータから、教師データを生成 

（例：１枚の戦車の写真から、類別・識別の学習に必要な膨大な教師データを生成） 

 



3 

 

(2) 革新研究部門 

   既存の枠組みでは対応や実現が難しい領域において、陸上自衛隊が使用する防衛装

備品等にイノベーションを創出する、革新的・独自性のある提案を募集します。 

また、国の重要技術領域等も踏まえた最先端技術について防衛分野への導入を加速

させる観点からの提案を募集します。 

（現時点で陸上自衛隊が具体的な要求を示していない技術であっても、将来に活用可

能性が期待できる提案を想定） 

 

６ 審 査 

(1) 審査項目 

  ア 早期反映部門 

(ｱ) 陸上自衛隊への「導入期待効果」が大で、運用に質的改善が見込まれるか 

(ｲ) ニーズを踏まえた改善・改良のための「融通性・拡張性」があるか 

(ｳ) ごく近い将来に製品化し得る「技術の完成度」はあるか 

(ｴ) 陸上自衛隊の「現有装備品等との親和性」がある技術や製品であるか 

  イ 革新研究部門 

(ｱ) 他社にはない「新規性」のある技術や製品であるか 

(ｲ) 課題への着眼点やコンセプトやアイデアに「独創性」があるか 

(ｳ) 既存の技術や製品の性能・機能・使いやすさを大幅に向上させる「革新性」 

があるか 

(ｴ) 「防衛用途への適合性」があるか 

(2) 審査要領 

   １次審査（書類審査）、２次審査（書類審査及びヒアリング）及び最終審査におい

て、審査項目に応じて採点し、評価の高い提案から１０件（仮）を選出します。 

なお、２次審査及び最終審査では、必要に応じてプレゼン説明を依頼する場合があ

ります。細部要領等（対面、ＶＴＣ、録画など）は別途にご連絡・調整します。 

(3)  審査結果の通知等 

   最終審査を通過した場合のみ、陸上自衛隊からその旨について通知します。なお審

査の詳細、結果に係る質問には回答できません。 

 

７ テーマ説明会 

(1) 時期・場所 

   令和８年７月３１日（金）１１００－１２００・防衛省（市ヶ谷） 

（対面での説明と同時に、オンライン説明（Teams会議）を予定） 

(2) 説明内容（予定） 

  ア 概要説明 

  イ 募集テーマ 

    ウ  応募要領等 
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(3) 参加要領 

ア  申し込みメールアドレス宛に会社名、住所、電話番号、参加者氏名、職名、対面

参加又はオンライン参加の希望を添えてご連絡ください。細部参加要領はいただ

いたメールに返信する形でお伝えします。 

    イ 申込先 

    陸上幕僚監部防衛部防衛課研究室 水野２佐 宛 

    ウ 申し込みメールアドレス 

    gta_poc@ext.gso.mod.go.jp 

 

８ 応募要領 

 (1)  募集期間 

   ７月３１日（金）１２時～９月４日（金）２４時 

 (2) 応募要領 

   応募メールアドレス宛に提出物を添付し、メールにて応募してください。メール本

文には、連絡先としてメールアドレスおよび電話番号を記載してください。複数の応

募がある場合は、１つのメールでまとめて応募することも可能です。 

(3)  提出物 

  ア 指定の応募書類 

    （別紙「応募書類」のフォーマットに準ずる。） 

  イ ソリューションに係る説明資料 

 (4)  注意事項 

ア ソリューションに係る説明資料は、Ａ４サイズ、横向きＰＤＦ形式、最大１０枚

までとし、日本語で記載してください（その他の様式は随意）。 

イ  提出物には、企業秘密その他の非公開情報を必要以上に記載しないでください。 

(5)  応募先・メールアドレス 

   gta_poc@ext.gso.mod.go.jp 

（当省のシステム換装に伴い、８月中旬以降は応募用メールアドレスが変更となる

予定です。応募を希望される場合は、まず応募の意向をご連絡ください。受付確

認の返信とあわせて、新たなメールアドレスを送付します。） 

 

９ 権利関係 

(1)  応募は、参加者が提出物の知的財産権を有することが前提となります。 

(2)  陸上自衛隊は、本コンペティションを中止、変更する権利を保有します。 

(3) 陸上自衛隊は、参加者が応募に費やしたコストを負担しません。 

(4) 陸上自衛隊が、本コンペティションの用途以外に提出物を使用することは原則あり

ませんが、他の用途で使用する場合は、個別に申込者と調整させていただきます。 
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（参考） 

ＧＴＡ協議会について 

 ＧＴＡ協議会とは、陸上自衛隊研究開発・改善推進協議会の通称で、政策・行政、運用・

教育訓練、技術・開発が一貫した方針の下、実効性ある連携により陸上自衛隊における装

備品の研究開発、改善を強力に推進することを目的とした組織体です。連携の主軸となる

陸上幕僚監部（Grand Staff Office）、教育訓練研究本部（Training Evaluation Research 

and Development Command）、防衛装備庁（Acquisition, Technology & Logistics Agency）

の３者の英頭文字をとり、ＧＴＡ協議会と呼称しています。 

 

陸上自衛隊の装備品について 

 陸上自衛隊の装備品に関して、陸上自衛隊ＨＰにまとめられています。 

ＵＲＬ：https://www.mod.go.jp/gsdf/equipment/ 

https://www.mod.go.jp/gsdf/equipment/

